













UR）を喚起する刺激，すなわち無条件刺激（unconditioned stimulus : US）
に先行して，条件刺激（conditioned stimulus : CS）を呈示する。このよう
な操作を繰り返すと，条件刺激に対して無条件反応に類似した反応，すなわち
条件反応（conditioned response : CR）が出現するようになる。古典的条件
づけで用いられる反応は，唾液分泌や内臓運動などの自律反応の他，眼瞼反応
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る。通電法で測定される反応には，皮膚抵抗反応（skin resistance response :
SRR）と皮膚コンダクタンス反応（skin conductance response : SCR）があ
る。また通電法で測定される緩徐な基線の変動には，皮膚抵抗水準（skin resis-




tance change : SRC），コンダクタンス反応とコンダクタンス水準をあわせて
皮膚コンダクタンス変化（skin conductance change : SCC）と呼ぶ。電位法
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で測定される反応には皮膚電位反応（skin potential response : SPR）があ
り，同じく電位法で測定される緩徐な基線の変動には皮膚電位水準（skin po-
tential level : SPL）がある。電位反応と電位水準をあわせて，皮膚電位活動
（skin potential activity : SPA）と呼ぶ。
米国精神生理学会の勧告もあり（Fowles, Christie, Edelberg, Grings, Lyk-

















中でも SCR が用いられることが多い。ただし，これらの研究の中には SCR
のみを分析しているものもあれば，SCR に加えて SCL や自発性 SCR を検討
────────────
⑸ 少し古い関連文献では，精神電気反射（psychogalvanic reflex : PGR）あるい
は皮膚電気反射（galvanic skin reflex : GSR）という用語も見受けられるが，














Hovland（1937）は純音の場合，1000 Hz で閾値より 40 dB 大きい音を標準





















































































（square root transformation）あるいは対数変換（logarithmic transforma-
tion）が施された後に，統計解析にかけられることになる。なお，この場合に
────────────
⑺ 図 3 が示すように，頂点時間（peak time）や 1/2 回復時間（half recovery
time），回復時定数（recovery time constant）など振幅や潜時以外にも様々な
測度がある。なお，曲線下面積（area under the curve : AUC）はこれらの情
報すべてを含んでおり，意思決定課題における被験者の皮膚コンダクタンス反応
を解析する際に，最もよく用いられている（e.g., Finger & Murphy, 2011 ;






























隔，すなわち刺激間間隔（interstimulus interval : ISI）を考慮する必要があ
る。眼瞼条件づけなどの筋運動の場合は，0.5秒程度の間隔で条件反応は最大
となることが報告されているが（Kimble, Mann, & Dufort, 1955），自律反応
である皮膚電気条件づけの場合でも同様の結果が得られていることから










試行とは異なる新奇な試行となり，定位反応（orienting response : OR）が












析することが試みられてきた（e.g., Prokasy & Ebel, 1967 ; Stewart, Stern,
Winokur, & Fredman, 1961）。
3. 2. 2. 複合反応の分析
しかしながら，数秒にわたる長い刺激間間隔を用いると，その中で複数の峰
をもつ複合反応が生起するため，「どの峰をもって条件反応とすべきか？」と







図 5 複合反応の分析例（Stewart, Stern, Winokur & Fredman, 1961）。7.5
秒といった比較的長い試行間間隔を用いた場合は，無条件刺激の呈示によ




val response : FIR）を鋭敏化による反応，続いて条件刺激の呈示後 4.5～8.5
秒の間に生じる第二間隔反応（second interval response : SIR）を条件性予




とみなす研究者も多い（e.g., Kimmel, 1964 ; Pineles, Orr & Orr, 2009）。
なお，これらの立場が SCR という一過性の反応を指標としたのに対し，






を 8秒に設定し，第一間隔反応を条件刺激の呈示後 1～4秒，第二間隔反応を 4
～9秒の間に生じる反応として定義することが多い（Pineles, Orr & Orr, 2009）。
図 6 持続性条件反応（Lovibond, 1992）。条件刺激の呈示直後から 10秒までの期
間を除外した残りの試行間間隔における，（1）皮膚コンダクタンス水準の差分
































































とが多い（e.g., Kimmel & Bevill, 1991, 1996 ; Hinchy, Lovibond, & Ter-
Horst, 1995）。









（Mitchell & Lovibond, 2002），ほとんどの研究では部分阻止（partial block-
ing）が示されたに過ぎない（e.g., Kimmel & Bevill, 1991, 1996 ; Hinchy et
al., 1995）。さらに，阻止そのものの確認に失敗した例も複数報告されている
ことから（e.g., Davey & Singh, 1988 ; Lovibond, Siddle, & Bond, 1988），
皮膚電気条件づけの研究文脈で阻止を確認することは容易ではないという見解
もある（Arcediano, Ortega & Matute, 1996）（12）。
────────────
⑿ このような考えに基づき，Arcediano, Ortega and Matute（1996）はラットを







































考えられてきた（e.g., Miller & Matute, 1996 ; Urushihara & Miller,
2010）。なお，皮膚電気条件づけの研究文脈では，そのような手続きを用いな
くてもこの現象が生じたという報告が，僅かながら報告されているが
（Mitchell & Lovibond, 2002），その研究例は十分とは言えない（13）。




















入力段階で生じると考えるもの（e.g. , Dickinson & Burke, 1996 ; Van
Hamme & Wasserman, 1994）と，情報の出力段階で生じると考えるもの
















































































3. 4. 1. 随伴性意識があるから条件反応は生じる？
例えば，被験者があらかじめ条件刺激と無条件刺激の随伴性を知らされてい
ると，条件反応の獲得や消去が促進される（Grings & Lockhart, 1963）。ま
た，消去期に移行する際に，無条件刺激を呈示するための電極を被験者から外










ら，Schell, Dawson, and Marinkovic（1991）は条件刺激と無条件刺激の随
伴性が意識化されることは，古典的条件づけにとって必要条件でないという，
逆の見解を示している。
















あるという見解が示されている（Öhman & Mineka, 2001）。










要な考えとなっている（e.g., De Houwer, 2007；片桐，2001；中島，2006 a,
2006 b）。
3. 4. 3. 随伴性意識の役割に関するモデル
先述のように，随伴性意識が古典的条件づけにおける決定因であるか否かに






























Manns, Clark, & Squire, 2002 ; Shanks & Lovibond, 2002 ; Wiens & Öh-
man, 2002）。今後の展望として，ヒトを対象とした古典的条件づけの実験事
態を用いた，随伴性意識の役割に関するさらなる検討が期待される。
































Bar, Gatenby, Gore, LeDoux & Phelps, 1998）。また，扁桃体の他には内側
前頭前皮質（Barbas, Saha, Rempel-Clower & Ghashghaei, 2003），中前頭
回（Carter, O’Doherty, Seymour, Koch & Dolan, 2006），海馬（Knight,
Smith, Cheng, Stein & Helmstetter, 2004），島（Shi & Davis, 2001）など
の関連も指摘されている。
さらに，これらの研究領域において，古典的条件づけは意思決定の障害にお
けるリスク認知の問題（Bechara, Damasio, Damasio, & Anderson, 1994）
と関連づけられることも多く，それらに共通する神経基盤についての解説もな






























な手続きは記憶の再固定時の消去訓練（extinction training during reconsoli-
dation）と呼ばれており，心的外傷後ストレス障害（posttraumatic stress dis-
order : PTSD）などの精神障害の治療に応用できる可能性がある（Quirk,
Paré, Richardson, Herry, Monfils, Schiller & Vicentic, 2010）（15）。
さらに，皮膚電気条件づけに関しては PTSD だけでなく（Wessa & Flor,
2007），社会不安障害や（Lissek, Levenson, Biggs, Johnson, Ameli, Pine &













































そして本稿では最後に，12世紀フランスの思想家 Bernard of Chartres に
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